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環境通信 問い合わせ先　
環境衛生課
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こんにちは

家でできる省エネ・節約ポイント
ゼロカーボン社会を実現するためには、一人ひとりが自分にできることから取り組むことが大切です。節約に

もつながる身近な省エネポイントを紹介します。

ゴミを減らして有効活用しましょう
一人ひとりの小さな心掛けも、積み重なれば大きなごみの減量と資源の有効活用につながります。
３Ｒにご協力をお願いします。

・ 白 熱 電 球1灯 をLEDラ ン プ
に取り替えて１年間使用す
る と 年 間 約32㎏ のCO2の 削
減ができ、年間約2,500円の
節約になります。

・買い物はマイバッグを持参
しましょう。

・1人あたり平均年間100枚捨
てているレジ袋をマイバッ
グにすると、年間約4.2㎏の
CO2の 削 減 が で き、 年 間 約
380円のレジ袋代の節約にな
ります。

・夏の間、冷房の設定温度を
27度から28度に上げると年
間 約10.4㎏ のCO2の 削 減 が
でき、年間約820円の節約に
なります。

・冷房期間112日で算出。

・着ない服や使わない物は店
舗回収ボックスやリサイク
ルショップ、フリーマーケッ
トに出しましょう。

・着なくなった服（年12着）をリ
ユースすると、廃棄する場合
に比べて年間約22.6㎏のCO2

の削減ができ、年間約3㎏の
ごみ減量につながります。

・シャワーのお湯を流す時間
を1日1分 短 く し て1年 間
継続すると、年間約28.6㎏
のCO2の削減ができ、年間約
4,300円の節約になります。

・生ごみの約8割は水分です。
生ごみをコンポストで処理
すれば、焼却施設の燃焼効
率が上がり、少ないエネル
ギーでごみ処理ができます。

・市では生ごみ処理機購入費
の一部を助成して
います。詳しくは
お尋ねください。

ゼロカーボンとは？
日常生活や事業活動で排出される二酸化炭素（CO2）を可能な限り削減し、それでも残る二酸化炭素を森林など
により吸収して排出量を実質ゼロにすることです。

家庭でできるゼロカーボン・アクションに取り組みましょう

出典：熊本県発行『くまもとゼロカーボン行動ブック』
他の取り組みもたくさん載っています。
� 詳しくはこちらをご覧ください▶

電灯はLED電球に
替えましょう

Reduce（リデュース）
→ごみの量を減らそう

冷房は28度を目安に、
カーテンやすだれを活用して
外の熱を遮りましょう

Reuse（リユース）
→繰り返し使おう

シャワーの流しっぱなし
はやめて節水しましょう

Recycle（リサイクル）
→資源として活かそう

熊本県内バス・電車
子ども無料（大人100円）の日

●申し込み・問い合わせ先　企画課　企画広報班　☎２４８－１８１３

▶とき　9月17日（土）
▶運賃

大人　（中学生以上）・・・・・・・・・・・・・１００円
子ども（小学生以下）・・・・・・・・・・・・・無料
障がい者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・無料
免許返納者割引対象者・・・・・・・・・・・５０円

▶１日乗車券
各バス会社営業窓口で購入・・・・・・・２００円
LINEアプリデジタルチケット・ ・・・１８０円

▶対象公共交通機関
・バス　市レターバス　（乗合タクシーは対象外）

県内路線バス
（あまくさ・たかもり号は半額、県外高速バス、

空港リムジンバスは対象外）
・電車　熊本電鉄電車および熊本市電
※各市町村の実施するコミュニティ交通など、対象路

線の詳細については共同経営推進室ホームページで
確認してください

●お問い合わせ先（各バス会社営業窓口）
・九州産交バス・産交バス　　☎300-1179
・熊本電気鉄道　バス　　　　☎343-3023
	 電車　　　　☎343-2552
・熊本バス　　　　　　　　　☎370-8215
・熊本都市バス　　　　　　　☎312-5077
・熊本市交通局　　　　　　　☎361-5233
・市レターバス　企画課　企画広報班　☎248-1813

▲ デ ジ タ ル チ ケ ッ ト は
こちらからLINE友だち
に追加して購入

▲共同経営推進室
　ホームページ
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